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は，企業のパフォーマンスに影響を与えることになる［Dyer and Chu 2003］。こうした知識移転に
関する研究は，ローカルな実践の場を対象にしたものから，世界各地の拠点間やネットワーク，さ




研究が進められてきた［Szulanski 1996; Tsai and Ghoshal 1998; Gupta and Govindarajan 2000; 














た［Uzzi 1997; 若林 2001］。また，社会的関係性の枠内にいるメンバーと外部にいるアウトサイ




















interaction）や社会化（socialization）がある［Noorderhaven and Harzing 2009］。また，社会的紐
帯（social ties），信頼関係，価値観の共有，アイデンティティの形成なども，同様の役割を持つ類
似の概念として取り上げられてきた。例えば Bjorkman et al.（2004）では，企業社会化（corporate 
socialization）の目的を，共有された価値（values），目的（objectives），信念（beliefs）を確立す
ることとしており，それらは共有されたミッションや統合された企業文化を形成するとしている。

















有効であることが確認されてきた［Lane et al. 2001; Dhanaraj et al. 2004; Bjorkman et al. 2004; 
Noorderhaven and Harzing 2009; Dyer and Chu 2000; Dyer and Nobeoka 2000; Eapen 2012; Anderson 







こうしたコミュニケーションを可能とする［Subramanian and Venkatraman 2001; Bjorkman et al. 










とが可能となるために，その形成が知識移転を促すことになる［Uzzi 1997; Lane et al. 2001; 
Dhanaraj et al. 2004］。
　第三に，社会的関係性を形成する際のベースとなる実践の場への参加が，ノウハウの習得に不可























































































辺参加から十全的参加（full participation）へと進められていくと考えられている［Lave and 






たす形に進められていくことが示されている。第 3フェーズである PDAコア・グループ（Plant 




























































ド化可能性，教育可能性，複雑性，因果関係曖昧性などで指標化されているが［Kogut and Zander 















































































識が新パートナーを活用することで獲得されている［Lane and Lubatkin 1998; Hansen 1999; Dyer 
and Nobeoka 2000; Anderson et al. 2002］。
表 1　社会的関係性に基づく組織とネットワーク
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要　　旨
　知識をグローバルに流動化させることが，多国籍企業の競争優位を築くことにつながることに注目
が集められてきた。また，知識を流動化させる上での，社会的関係性（social relationship）の役割に
ついて研究が進められてきた。こうした研究が進められる一方で，この分野でまだ十分に探究されて
いない重要な点が残されている。その一つが，海外の新パートナーとの間で社会的関係性を形成す
る，企業間の能力の差異がどこから生じるのかという点である。本稿では海外の新パートナーとの間
で社会的関係性を形成する能力の相違を，不均等な交換パターンの許容，不均等な交換パターンから
均等な交換パターンへの転換という点から見る研究のフレームワークを提示していく。その上で，社
会的関係性をグローバルに拡張させることで，社会的関係性の弱点とされてきた点が克服できる可能
性について議論していく。
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